
2016年 2月 15日 

慶應経済の「データの分析」問題 
 

■ 慶應大学経済学部の第 3 問に，データの分析の問題が出題

されている（2016 年 2月 13日実施）． 

 
 

■ (2)の A，B のグループ分けがポイントで，これができなけ

れば以降は壊滅する．相関係数だけから 2 グループに分けよと

言うことだが，計算して求めよということではないはずだ．答

だけ出せばよいので

「こうだろう」という

予想で突き進むしか

ないということだろ

うが，それはいかがな

ものか． 

これを書いている

現段階では，東進予備

校が「解答」を Web 上

に up していて，該当

箇所は右の通り． 

 解答の苦労の跡が

忍ばれる． 

 

■ さて，これはどう解くのがよいのか？ 多分，best な方法

は「散布図」である． 

 これを見ると 2本の「直

線」が見えてくる． 

 番号 2の個体を含む上側

の集団が B，下側の集団が

A である．なお，「直線」

とは各集団の回帰直線の

ことである． 

 実際，A，B 2 集団の相

関係数はそれぞれ，0.9741，

0.9517 で条件を満たして

いるとはいえ，解答時間内に計算して確認できることではない． 
 

■ ここの試験科目は IA＋IIB だが，数学 IAのみを課すような

大学などでは，「データの分析」の問題を出題せざるを得ない事

情もあろう． 

しかし，きちんとした解答の検証が受験中に困難なこの問題

が入試問題として適切かどうか，疑問の余地がある． 
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